
人生初の豆腐づくり

約２年ぶりに開催した“手作りとうふ体験”
当日は小学生・保護者・地域に暮らす高齢者が
参加して交流を深めました。
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　新年あけましておめでとうございま

す。

　日頃より二戸市社会福祉協議会の福

祉活動に対し、多大なるご支援ご協力

を賜りまして厚くお礼申し上げます。

　昨年５月より５類に変更となった新

型コロナウイルス。徐々にコロナ前の

日常に戻りつつありますが感染症が終

息したわけではありませんので感染予

防には注意が必要とされています。

　さて、私たちの事業を振り返ります

と、デイサービスおおみねが諸般の事

情によりほほえみセンターの「サテラ

イト」として再出発しております。地

区住民、利用者及びご家族の皆様には

大変ご迷惑、ご心配をおかけしており

ますが以前と変わりのないサービス提

供に努めております。また、二戸市老

人福祉センター(海上の湯)で８月にレ

ジオネラ属菌が検出され、保健所の指

導により23日間休業させていただきま

した。利用者、地域住民、関係者の皆

様に衷心よりお詫び申し上げます。保

健所および関係各位のご指導のもと、

細心の注意を払いながら現在は平常営

業しております。

　今、世界は各地で起こっている戦争、

紛争などの争いごと、急速に進む地球

の温暖化、自然災害の多発、貧困問題

と格差社会の進行などなど世界中を不

安に陥れています。注視していくこと

が必要です。一方、私たちの地域は急

速に進む人口減少と高齢化による環境

の変化と価値観の多様化により「地域

のあり方」が問われています。本年も

このような時代背景を受け「この町で

末長く住み続けたい」の声を受け「安

全、安心の地域づくり」に向け皆様と

共に考え、期待される取り組みを実施

してまいります。

　まだまだ混迷が続く時代でございま

す。しかし、明るい未来を目指してこ

の苦難の時を皆様と共に乗り越えま

しょう。結びに、皆様のご健康とご多

幸をご祈念し、新年の挨拶とさせてい

ただきます。

新年のごあいさつ
社会福祉法人
二戸市社会福祉協議会
　会長　山口　金男
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赤い羽根共同募金・地域歳末たすけあい運動

ご協力ありがとうございました
　令和５年度赤い羽根共同募金及び地域歳末たすけあい運動に対し、

多くの関係団体、学校、地域住民様等から多大なるご協力をいただ

きましたことに心より御礼申し上げます。

　お寄せいただいた募金については、二戸市浄法寺町の地域福祉活

動に役立てられるほか、災害時の支援金としても活用されます。

　※募金を活用している取り組みの一部をご紹介いたします。

　なお、募金額の詳細については、令和6年10月発刊予定の社協広

報「ふれあい74号」にてご報告させていただきます。

　集められた募金は、生活に何らかの困難さを

抱えている世帯へ激励金として配分される他、

障がい者施設等へ配分金として支給されます。

　なお、激励金支給の決定については、知見を

有する住民で構成される配分会議により厳正に

執り行われています。

　その後、民生委員を介して本人に直接手渡さ

れるなど、皆様のご厚意が確実に行き届くよう

手順を踏んでお届けしております。

赤い羽根共同募金の主な使い道

歳末たすけあい義援金の主な使い道

R5年度 浄法寺町における配分内訳

支援を必要とする世帯

　5,000円 × 60 件　　計 300,000円

就労継続支援B型事業所ほほえみ工房

　30,000円 × １件

【
世
代
間
交
流
事
業
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ラ
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護
予
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加
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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浄法寺トピックス 浄法寺町で行われている地域活動や話題などをご紹介。

月 日 月 浄法寺中学校にて雪かきボランティア
「スノーバスターズ」の決起集会を行いました。自力で除
雪することが難しい世帯を訪問し、雪かきの手伝いを行い
ます。３年間協力してくれた３年生から１年生へ「持ち物
は“福祉の心”」とアドバイスがあり、より一層士気が高ま
りました。
出動を今か今かと待ち構えております。除雪でお困りの

際は当会までご連絡ください。随時受け付けております。

今年も出動します！スノーバスターズ

月 日 日 浄法寺町文化交流センターにて「歳末たす
けあい演芸会」を開催。多くの皆さんにご来場いただき
誠にありがとうございました。チケットの売上金はすべて
歳末たすけあい運動の義援金として活用されます。写真の
“ リメーク”さんは自作の浄法寺町応援ソング「うろこ
滝」を披露したほか、歌手の“三本木智子さん”、 のど
自慢大会出場者“小林美智子さん”による歌唱など目新しい
演目が並びました。

唄や踊りで来場者を魅了！

月 日 日 いぶきの里（海上の湯となり）において、趣
味サークルものづくりの会による作品販売・展示会が行わ
れました。当日は、ご馳走プロジェクトで育てた小豆を用
いたへっちょこ団子が振る舞われたほか、手作り小物や靴
下カバー・藍染めのバッグなど一点ものが並びました。ま
た、遠方に住むお孫さんも来場するなど、世代を超えた催
しとなりました。当サークルは毎月第２,４金曜日にいぶき
の里にて活動中です。

ものづくりの会“秋の感謝祭”

月 日 金 浄法寺中学校 学年の親子レクにお招きい
ただき「キャップハンディ体験」を実施いたしました。重
りや装具を用いて高齢者の身体状況や片麻痺、視野狭窄な
どを体験。実の親子であっても安心感のある声かけをする
ことは難しいと感じた様子です。その他、認知症について
の座学も実施。相手の気持ち・状況を想像し、これからの
自分に何ができるか“考える“機会となりました。今後のボ
ランティア活動や学校生活に活きますと幸いです。

相手の立場になって“考える”
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新春“手作りとうふ体験”

児童クラブ“雪だるまコンテスト”応募中！
月 日 木 浄法寺小の校庭に集まった児童クラブの子どもたち。

市内の児童クラブ９か所が参加するコンテストに向け３つの雪だるま
を完成させました。少ない積雪ながら上手に工夫を凝らした様子です。
審査は当会職員・デイサービスセンター利用者により行われ、結果

は各種 や地域福祉情報誌はっぴーにて公表予定です。楽しみにお
待ちください。

月 日 水

月 日 水

ご馳走プロジェクト大忘年会！
　　　　　　　３年目の挑戦となった「ご馳走プロ
ジェクト」の大忘年会を開催しました。今年度、
本プロジェクトに関わったのは延べ254名。これ
までの作業を労い、来年度さらにパワーアップす
るため、この日は約50名の方々が参加し、スライ
ドを用いて１年の振り返りを行いました。発表を
担当したのは３年間、ボランティアで大活躍した
浄法寺中学校の生徒２名。「進学後も積極的にボ
ランティアに参加したい。呼ばれる前に来てしま
うかも。」と頼もしい笑顔を見せました。

　　　　　　 いぶきの里にて「手作りとうふ体
験」が行われました。三世代交流を目的とし浄法
寺小学校５年生とそのご家族、地域の方々を対象
に毎年実施しております。にがり等は鈴木フミ
さんよりご寄付を受け、趣味サークルものづくり
の会の皆さんを講師にお招きしています。豆乳自
体、初めて飲んだ子どもたち。何とも言えない表
情を見せていましたが、出来立ての豆腐はやっぱ
り美味しい！参加した80代女性は「みんなで食べ
る方が美味しい。」と笑顔で話されました。昼食
後は人形劇いなにわを皆で鑑賞。昨年再ブレーク
したとある楽曲を新たに披露し、盛り上がりを見
せました。
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取り組み紹介
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令
和
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ン
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ボ
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ィ
ア
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が
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の
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組
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で
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当
日
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
作
業

が
進
み
、
お
部
屋
だ
け
で
な
く
、
こ

ち
ら
の
気
持
ち
も
晴
れ
や
か
に
明
る

く
な
る
よ
う
で
し
た
。

　
依
頼
者
は
「
誰
に
頼
め
る
わ
け
で
も

な
く
、
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
。

も
っ
と
早
く
知
り
た
か
っ
た
」
と
ほ
っ

と
し
た
ご
様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、
「
今
だ
、
と
思
っ
た
時
に
す

ぐ
や
ら
な
き
ゃ
。
こ
れ
で
明
る
い
気
持

ち
で
年
を
越
せ
る
だ
ろ
う
」
と
障
子
張

り
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
今
年
も
皆
さ
ん
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
地
域
の
力
で

地
域
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
頼
め

る
の
だ
ろ
う
か…
と
迷
う
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
お
手
伝
い
で
き
ま
す
と
幸
い

で
す
。
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０
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２
年
よ
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を
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始
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ス
タ
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ク
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！

　
１
月
15
日
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
１
０
９
人
。

ご
馳
走
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
各
地

区
の
サ
ロ
ン
活
動
、
イ
ベ
ン
ト

の
様
子
な
ど
で
き
る
だ
け
タ
イ

ム
リ
ー
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

い
い
ね
や
コ
メ
ン
ト
な
ど
、
皆
様

か
ら
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
日
々
の

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
開
設

し
て
お
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

時
な
ど
、
良
識
の
範
囲
内
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
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